
 

 

「お客さま本位の業務運営に関する取組方針」に係る取組状況 

  

  山形信用金庫（山形市 理事長 山口 盛雄）では、平成30年５月２５日に制定・公表いたし

ました「お客さま本位の業務運営に関する取組方針」について、下記のとおり令和４年３月末

時点での取組状況を公表いたします。 

今後も、取組状況を定期的に公表するとともに、取組方針の見直しを行ってまいります。 

 

記 

 

１. お客さまにとって最善の利益追求 

当金庫は、お客さまの最善の利益の追求のため、誠実、公正なご対応を心掛け、お客さまの

知識、経験、財産の状況およびお取引の目的に照らして、適正な情報の提供と商品説明を行

い、お客さま満足度の高い金融の実現に努めてまいります。 

 

２. 利益相反の適正な管理 

当金庫は、お客さまとの取引にあたり、別に定める「利益相反管理方針」に基づき、お客さ

まの利益が不当に害されるおそれのある取引を適切に管理し、お客さまの利益を保護してま

いります。 

※「利益相反管理方針」を当金庫ホームページに公表しております。           

https://www.shinkin.co.jp/y-shinkin/policy/interest.php         

■金融商品のご案内時には、販売手数料の多寡に関わらず、お客さまのニーズに合った商品

のご案内を行います。 

 

３. 手数料の明確化      

金融商品・サービスの提供に際しては、投資信託ラインラップ一覧表等により、お客さまからいただ

く手数料等をわかりやすく説明しております。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.shinkin.co.jp/y-shinkin/policy/interest.php


 

 

４. 重要な情報の分かりやすい提供 

 

■アフターフォロー実施状況                          

・令和3年度につきましては、全投資信託保有先へ年１回のアフターフォローを実施いたしました。 

 なお、高齢者に対してのアフターフォローについては、より細やかな対応を心掛けております。 

 
                          （令和４年３月末日現在） 

対象顧客 実施人数 実施率 

75名  74名   98.66％ 

 

 

５. お客さまにふさわしいサービスの提供 

■投資信託商品ラインナップ                         （令和4年３月末） 
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６. 職員に対する適切な動機づけの枠組み等 

 

■ＦＰ資格（３級以上）取得状況       ■証券外務員登録者 

令和４年3月末 

４３名 

 

 

■お客さま本位の業務運営に関する研修（令和3年度） 

研 修 名 回 数 参 加 者 数（延べ） 

「お客さま本位の業務運営に関する取組方針」に

伴う投資信託研修会 
6回 26名 

※上記のほか、当金庫のコンプライアンス研修の統一テーマのうち、お客さま本位の業務運営に関するコンプラ

イアンス研修を全役職員１回実施しました。（令和４年１月 実施）   

 

 

以  上 

                      

投資対象（カテゴリー） 
投資信託

商品数 

つみたて

NISA 

商品数 

合計 

 

債券 

国内債券 １ 0 1 

海外債券 １ 0 1 

国内外債券 １ 0 1 

株式 
国内株式 ３ 1 4 

海外株式 １ 2 3 

リート 
国内リート １ 0 1 

海外リート ０ 0 0 

バランス型 
国内外 

バランス型 
２ 1 3 

合 計 １０ 4 14 

令和４年3月末 

１４４名 


